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次
年
度
理
事
長
と
し
て
の
抱
負

平
成
23
年
度 

第
59
代
理
事
長
予
定
者

藤
田 

健
次
郎

　

去
る
７
月
６
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
定
時
総
会
に
て
、
２
０

１
１
年
度
の
理
事
長
予
定
者

と
し
て
の
承
認
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
、
２
０
０
３
年
度
入
会

の
藤
田
健
次
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
社
団
法
人
苫
小
牧

青
年
会
議
所
の
会
務
運
営
に

際
し
ま
し
て
は
、
皆
様
の
絶
大

な
る
ご
理
解
と
御
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
こ
と
、
紙
面
上
に

て
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
２
０
０
３
年
度
の
入

会
以
来
、
Ｊ
ａ
ｙ
ｃ
ｅ
ｅ
で
な
け

れ
ば
得
ら
れ
な
い
経
験
を
、
様
々

な
形
で
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の

経
験
は
、
失
敗
や
苦
労
、
時
に
は
喜

び
と
、
姿
形
を
変
え
て
現
れ
、
私
の

血
肉
と
な
り
ま
し
た
。
何
も
解
ら

な
い
ま
ま
に
も
、
挑
戦
し
続
け
た
成

果
だ
と
考
え
ま
す
。
青
年
会
議
所

は
、
個
人
に
対
し
て
何
か
を
一
方
的

に
与
え
て
く
れ
る
団
体
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
挑
戦
な
き
個
人
に
は
会

員
で
あ
っ
て
も
得
る
も
の
が
何
も

あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
挑
戦
す
る
者

だ
け
が
青
年
会
議
所
で
成
果
を
得

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
幾
多
の
挑
戦

を
多
く
の
仲
間
と
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
大
き
く
見
え
て
い
た
ハ
ー

ド
ル
は
、
乗
り
越
え
た
後
は
、
必
ず

小
さ
く
見
え
ま
し
た
。
こ
の
人
間
成

長
の
事
実
を
、
会
員
各
位
や
市
民
へ

と
実
感
を
持
っ
て
伝
え
る
一
年
を
創

り
上
げ
ま
す
。
本
気
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
如
何
に
価
値
の
あ
る
物
な
の
か

を
、
理
事
長
と
し
て
の
率
先
躬
行
で
、

多
面
的
に
示
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

経
済
や
社
会
の
状
況
が
厳
し
い
時

代
で
す
。
好
転
す
る
時
を
た
だ
待
つ

の
で
は
な
く
、
今
こ
そ
青
年
会
議
所

が
活
発
に
活
動
展
開
す
べ
き
時
で

す
。
世
界
中
の
市
民
が
明
る
く
豊
か

で
、
真
の
幸
福
に
溢
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
青
年
会
議
所
は
必
要
な
い

の
で
す
。
戦
後
荒
廃
の
時
期
と
状
況

は
違
い
ま
す
が
、
混
沌
荒
廃
の
現
在
、

ま
だ
青
年
会
議
所
は
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
は
理

事
長
と
し
て
、
多
く
の
仲
間
と
大

き
な
力
で
活
動
し
、
明
る
い
豊
か

な
ま
ち
の
創
出
と
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
更
な

る
進
化
を
推
進
致
し
ま
す
。

　

時
代
背
景
や
世
相
が
変
化
し
て

も
、
社
団
法
人
苫
小
牧
青
年
会
議

所
の
本
質
は
、
変
わ
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
と
こ
ろ

が
近
年
の
会
員
減
少
は
、
日
常
活

動
の
鈍
化
だ
け
で
は
な
く
、
本
会

の
価
値
あ
る
本
質
の
伝
承
を
も
困

難
に
し
て
い
ま
す
。
現
役
メ
ン
バ
ー

も
日
々
拡
大
活
動
に
努
め
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
か
ら

も
良
き
人
材
の
ご
紹
介
を
賜
れ
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
多
幸
と
ご
健
康
、
併
せ
て
益
々

の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、

御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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今 後 の 活 動 予 定
社団法人 苫小牧青年会議所主催

大  黒  摩  季 ＆ＫＡＺＵＭＩ DREAM LIVE 2010 IN HOKKAIDO

シンバーホールディングス株式会社

代表取締役会長兼社長　安里繁信氏講演会

9/15
( 水 )

10月中旬
(予定)
10月中旬
(予定)

運営中運営中

場所
時間
入場料

お問い合わせ

苫小牧市民会館　大ホール

スノー・ボール   TEL:011-242-2000(平日9:00～19:00)

１８：００開場　１９：００開演

前売り6,500円　当日7,000円 (税込み・全席指定）

ッッぐぐるるととまま ププ
　　ぐるっと巡ってグルメも楽しむ
　　　　　　　　　　　　　苫小牧近郊で泊まろうマップ

ぐるとマップとは？
苫小牧を中心とした広域エリアのオ

ススメを紹介するユーザー書き込み

型ホームページです。http://gurutoma.com/

９月１５日道内出身のシンガーソングライター、大黒摩季さんのコンサートが(社)苫小牧青年会議所主催で開催されます。「まちに元

気を与えたい」という考えが大黒さんの所属事務所と一致。世界的な不況から苫小牧に「少しでも明るい話題を」との思いから主催を

承諾しました。「音楽を通じてまちの活性化につなげられたら」と、メンバー全員期待を寄せています。



TM

半
年
を
振
り
返
っ
て

理
事
長

　

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
様
々
な
場

面
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
事
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

早
い
も
の
で
２
０
１
０
年
度
も

半
年
が
過
ぎ
、
予
定
者
を
含
め
ま

す
と
１
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
真
苫

小

牧
を
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
か
ら
発

信
」
の
下
、
自
分
の
目
指
す
目
標
を

確
認
し
、
ＪＣ
の
活
動
を
通
し
て
学

ん
だ
事
を
、
一
人
の
社
会
人
と
し

て
、
経
済
人
と
し
て
、
多
く
の
市
民

や
会
社
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
半
年
間
メ
ン

バ
ー
と
共
に
例
会
や
事
業
を
通
じ

て
行
動
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ

り
、
私
自
身
が
新
た
な
気
づ
き
と

感
動
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
友
情
を

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
熱
い
情
熱
と
行
動

を
見
る
と
、
自
己
の
成
長
を
更
に

飛
躍
さ
せ
な
け
れ
ば
と
気
を
引
き

締
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

後
半
に
は
、
港
ま
つ
り
参
画
事

業
、
全
国
大
会
、
地
区
大
会
、
世
界

大
会
、
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、

Ｌ
Ｏ
Ｍ
発
信
事
業
に
は
大
黒
摩

季
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
安
里
直
前
会

頭
の
講
話
、
子
供
達
と
の
キ
ャ
ン

プ
等
多
く
の
事
業
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
残
り
半
年
間
は
市
民
に

様
々
な
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
来
年
度
に
は
、
（公）
日
本
青

年
会
議
所
北
海
道
地
区
担
当
常

任
理
事
に
高
橋
憲
司
君
を
輩
出

す
る
事
が
決
ま
り
、
輩
出
Ｌ
Ｏ
Ｍ

の
理
事
長
と
し
て
、
決
意
も
新
た

に
し
っ
か
り
と
後
期
の
運
営
に
努

め
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の
誇
り
と
協

力
体
制
を
整
え
、
次
年
度
理
事
長

に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
と
考
え
ま

す
。
残
り
半
年
間
全
力
で
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ＯＢ
の
皆
様
に
は

更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
理
事
長
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

土
屋
　
英
樹

TM

定時総会・1月第一例会定時総会・1月第一例会
２０１０年度 (社 )苫小牧青年会議所１月定時総会及び 1月第一例会

が開催されました。定時総会では、2件の案件がありましたが、すべて満

場一致で決議されました。引き続いての例会では、テーマを「真苫小牧を

ＪＡＹＣＥＥから発信！」とし、土屋理事長のプレゼンテーションでは、「な

ぜ私たちはＪＣにいるのかしっかりと考えていただきたい。ただ何となく

いるだけでは時間の無駄です。ＪＣ活動に真剣に全力で取り組むからこ

そ、単なる時間の無駄ではなく、大いなる価値のある時間になるのです。」

と熱く語って頂きました。また、本年度の苫小牧青年会議所の方針、事業

計画を理事長自らメンバーに向け発信して頂き、本年度をスタートする上

で大変有意義な例会となりました。

スケートまつりスケートまつり

2010年度、社団法人苫小牧青年会議所新年交礼会では新年を迎え、

苫小牧青年会議所が今年一年をかけて行っていく活動、方針を各界

のご来賓の皆様、苫小牧青年会議所ＯＢの皆様、各地青年会議所の

皆様へ理事長土屋英樹が発信させていただく最初の事業となりまし

た。2010年順調なスタートを切ることができました。

新年交礼会新年交礼会

2月６日、７日　苫小牧市中央公園にて第４４回とまこまいスケートまつりが開催され、私た

ち苫小牧青年会議所では「ＴＯＭＡＫＯＭＡＩわんぱくスノーパラダイス」と題して、多くの

子供たちに、喜びや感動、生涯忘れることのない思い出を与え、夢と希望につなげ、その活動

を通して、市民に活力を発信することを目的として行いました。子供たちの無邪気な笑顔を見

て、私達自身も活力を確認しましたし、記憶に残る思い出になったのではないかと思います。

2010年度後期新入会員紹介

石田 義人
いしだ よしと

満 38 歳　

苫 小 牧 北 倉 港 運 株 式 会 社
苫小牧市元中野町 2 丁目 2 番 14 号
T E L : 3 4 - 2 1 6 7  F A X : 3 3 - 1 7 0 9

大友   尚
おおとも ひさし

満 36 歳　

トヨタ自 動 車 北 海 道 株 式 会 社
苫 小 牧 市 字 勇 払 １ ４ ５－１
T E L : 5 2 - 3 2 1 2  F A X : 5 2 - 3 1 8 4

小金澤  昇平
こがねざわ しょうへい

満 36 歳　

株 式 会 社 小 金 澤 組
苫小牧市音羽町 1 丁目 18 番 3 号
T E L : 3 4 - 6 2 7 7  F A X : 3 4 - 6 5 0 0

田中  克和
たなか よしかず

満 30 歳　

株 式 会 社 昭 和 電 気 工 事
苫小牧市美原町 2 丁目 27 番 13 号
T E L : 6 1 - 2 5 1 1  F A X : 6 1 - 2 5 1 2

錦戸  大輔
にしきど だいすけ

満 35 歳　

株 式 会 社 キ ミ シ マ
苫小牧市春日町 1 丁目 3 番 3 号
T E L : 3 2 - 6 5 1 1  F A X : 3 2 - 6 5 2 5

畑屋   学
はたや まなぶ

満 34 歳　

株 式 会 社 ト モ ヒ ロ
苫小牧市明野新町 2 丁目 2 番 25 号
T E L : 5 7 - 1 1 2 7 　　　　　　　  

日沼  直竹
ひぬま なおたけ

満 29 歳　

株 式 会 社 Ｔ Ｌ Ｃ
苫小牧市大成町1丁目4番3号ＴＬＣビル１Ｆ
T E L : 7 5 - 8 6 5 0  F A X : 7 5 - 8 6 5 0

不川  順詞
ふかわ じゅんじ

満 35 歳　

株 式 会 社 於 久 仁
苫小牧市若草町４丁目１番１７号
T E L : 3 4 - 5 3 1 1  F A X : 3 4 - 2 1 4 1

藤田  淳子
ふじた じゅんこ

満 31 歳　

株 式 会 社フジタコーポレーション
苫 小 牧 市 若 草 町５丁目３番５号
T E L : 3 4 - 1 1 1 1  F A X : 3 5 - 1 1 1 1

第 5 5 回 とまこま い 港 ま つり

8 月  6 日（ 金 ）1 1 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0

8 月  7 日（ 土 ）1 1 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0

8 月  8 日（ 日 ）1 1 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0

運 営 時 間
入場料  200 円

わくわく体験動物
園

わくわく水鉄砲大
会

学の夏休み上映

　子どもたちが身近で動物にふれあいながら、

「えさやり体験コーナー」・「動物との写真撮

影」・「動物ＯＸクイズ」を通じて、喜びや感動

を感じていただき、生涯忘れることのない思い

出となると考え、動物達とのふれあいを中心と

する体験型移動動物園を楽しんでいただきま

す。ペンギン、リクガメ等がいます。

暑い夏に水鉄砲大会に参加する元

気な子供たちに対して、ひと夏の記

憶に残る思いでを与えれる企画と

確信しております。皆さんの応援お

待ちしております！

次世代を担う子供たちに『学の夏休み』を通して、物を

慈しむ心を育んでもらい環境に対する意識を芽生えさ

せ、それが未来の地球環境を守る事へとつながってい

けばと考えております。常時上映させていただきます。

藤原  剣哉
ふじわら けんや

満 29 歳　

株 式 会 社 フ ジ テ ク 工 業
苫小牧市美原町 3 丁目 18 番 23 号
T E L : 6 8 - 5 7 1 1  F A X : 6 8 - 5 7 1 2

吉川   肇
よしかわ はじめ

満 27 歳　

株 式 会 社 MALIBU INTERNATIONAL
苫 小 牧 市 表 町 6 丁目 2 番 1 号
T E L : 3 6 - 0 5 0 8  　　　　　　　
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2月例会2月例会
２月２５日ホテル日航千歳で千歳青

年会議所との合同例会が開催されま

した。委員会メンバーの発想力とモチ

ベーションの向上を図るために、北川

邦弘先生をお招きし、ご講演いただき

ました。千歳JCとの友情も、同じテー

マについて共に学び合うことで場の一体感が生まれ、それが今後更なる

連携の輪を拡げる上での礎となりました。

3月例会3月例会
「利他のこころ～近郊地域の元気から苫小牧

の未来が創造される～」と題して 3 月第一例

会が開催されました。地域、団体の垣根を越え

た青年団体による広域連携を模索する為、共

に学び共に考え、方向性を共有する事を目的

とし、厚真町、安平町、白老町、むかわ町の各商

工会青年部の皆様及び北海道中小企業家同友会苫小牧支部の青年団

体である友知会の皆様に参加頂きました。例会の後半では札幌国際大

学の吉岡教授より現在進行している広域連携の実例を中心にご講演頂

き、好評を得ることが出来ました。また､北海道庁を初めとする各地域関

係諸団体の皆様にも多数参加頂き、テレビや新聞などの各種メディアに

も取り上げて頂きました。

４月例会４月例会
本例会では大人の背中について

学ぶ事を目的に開催しました。な

ぜ、今学ばなければならないの

か、それは、子供に示すべき大人

の背中を持った大人が少なくなっていると考えたからです。子供は様々

な場面で私達大人の言動やしぐさなどを無意識のうちに手本とし、自ら

の生きる力を育んでいます。私達は常に見られているという事を認識し、

自らが実践できる背中を学び考える事が大切だと実感しました。

5月例会5月例会
『三無主義からの脱却～「あっし

には関わりの無ぇこって」は危機

の始まり～』と題し、５月１３日

（金）地域政策委員会（鎌田委員

長）担当例会を行いました。

ワークショップの体験を通して、市

民参加の一手法を学び、無関心・

無責任がこれからの市民自治にもたらす悪影響の一部分を理解して頂

き、市政への積極的参加を促しました。

スポーツ大会スポーツ大会
５月１５日、１６日の２日間、森町で第

５回道南エリアスポーツ大会が開催され

ました。

１５日にはゴルフとパークゴルフ大会が

行われ、ゴルフ、パークゴルフ共に団体３

位でした。また、ゴルフ個人では矢部副理

事長が４位、パークゴルフ個人では山本康二君が３位と好

成績でした。１６日は、競泳、競輪、４００ｍリレー、トライア

スロン、ＬＯＭＰＲ、ペタンク、マラソンと多数の競技が行わ

れました。マラソン個人では土屋理事長が第２位に入りまし

た。苫小牧ＪＣは総合第４位でした。

6月第1例会6月第1例会
青年会議所は大きな目標を掲げ活動し

ており、達成へと導く為には目的意識を

強く持ち、仲間同士助け合い困難を乗り

越え絆を育み、団結する事を必要と塾は

考えております。

今回、アカデミー塾例会では、大きな事へ挑戦する事で仲間との結束力、

ひとり一人の存在意義を再確認し、仲間を大切に思う心、そこから芽生え

る友情、一生続くかけがえのない絆を得て頂きながら青年会議所活動を

行って頂く為に、ギネスで認定された「もっとも大きいおにぎりアート」に

挑戦しました。小さなおにぎり（メンバー一人）が集結し大きな物（団結

力）を作り出し、一つの絵画（苫小牧青年会議所）を上げられる事は、まさ

に、青年会議所とリンクするものがあると考えました。

完成絵画の絵に込められた塾の想いとは、土屋理事長の打ち出した方

針をメンバー全員で成し遂げる心の象徴です。

本例会を通じ、どの力も全て大切である事を挑戦する事から学んで頂き

ました。団結する為には助け合い互いを思いやる心の動きが重要であ

り、この気持ちを市民の方々に向けて頂く事によって活動に理解を示し会

員拡大に繋がるのです。

最後に、１００％例会を目指す事によって、より多くのメンバーが例会に

参加しアカデミー塾生と共に、挑戦から得る力と題し、団結力を育んで頂

きたく例会を企画、運営致しました。

6月第2例会6月第2例会
今回の例会では、メンバーに、

「コーチングとは何か」「なぜコー

チングが必要なのか」「コーチング

の流れとテクニック」「具体的な場

面に応じたコーチングの手法」に

ついて説明しました。コーチング

の手法を実践的な内容で知って

いただくことで、メンバーそれぞ

れが更に良き指導者を目指して

いただき、企業やチームの発展に

繋げてもらうことを目的としまし

た。



TM

ご
挨
拶

苫
小
牧
青
年
会
議
所
OB
会
長

　

こ
の
度
、
不
肖
私
事
、
図
ら
ず
も
OB

会
長
の
要
職
に
担
う
事
に
な
り
ま
し
た

事
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

　

誠
心
誠
意
そ
の
任
を
務
め
た
く
存

じ
ま
す
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
自
身
現
役
10
年
間
の
在
籍
、
卒
業

し
て
か
ら
早
や
25
年
、
当
時
は
指
導
力

開
発
・
社
会
開
発
の
両
輪
を
基
本
と

し
て
の
様
々
な
事
業
に
関
わ
っ
て
来
た

事
が
、懐
か
し
く
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

当
時
は
社
会
経
済
情
勢
も
順
調
な

良
き
時
代
。
良
き
先
輩
に
仲
間
に
恵
ま

れ
「
汗
と
涙
と
笑
い
と
そ
し
て
満
足
の

10
年
」
J
C
大
好
き
人
間
を
自
負
す
る

一
人
で
あ
り
ま
す
。

　

今
は
何
か
と
厳
し
い
時
代
、
J
C
活

動
も
色
々
と
大
変
な
ご
苦
労
の
中
、
事

業
活
動
を
進
め
て
い
る
現
役
メ
ン
バ
ー

諸
君
に
は
敬
意
を
表
す
る
物
で
あ
り
ま

す
。諸
事
共
通
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
特

に
J
C
で
は
何
事
も
や
ら
ず
し
て
、
決

し
て
歓
び
も
得
ら
れ
ず
、
感
動
の
涙
も

流
せ
な
い
、
真
の
友
も
得
ら
れ
な
い
。今

年
、「
〜
心
か
ら
芯
が
新
に
な
り
真
へ

〜
」
を
旗
印
に
船
出
を
し
た
土
屋
丸
も

航
路
半
ば
、
折
り
返
し
地
点
、
荒
波
に

も
め
げ
ず
、
初
志
貫
徹
乗
組
員
１
０
6

名
の
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
、
事
業

完
遂
の
大
漁
旗
を
揚
げ
て
の
帰
港
を

願
う
物
で
あ
り
ま
す
。

　

因
み
に
、
土
屋
丸
航
海
の
サ
ポ
ー

タ
ー
に
才
知
に
長
け
た
O
B
４
１
９

名
の
大
船
団
・
強
い
味
方
が
い
る
事

を
お
忘
れ
な
く
。

　

そ
の
成
功
の
た
め
に
も
、
先
人
の

知
恵
、
先
輩
の
足
跡
を
十
二
分
に
活

用
し
て
頂
き
た
い
。
よ
く
考
え
て
み

る
と
自
分
た
ち
の
生
命
そ
の
も
の
が

自
然
（
神
）
は
働
き
恵
み
に
よ
っ
て
保

た
れ
、
文
明
は
先
人
先
輩
達
の
築
き

上
げ
来
ら
れ
た
土
台
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
事
を
し
っ
か
り
と
認
識

を
す
る
こ
と
が
如
何
に
大
切
な
こ
と

で
あ
る
か
。
原
理
原
則
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
為
に
も
J
C
1
0
6
名
・

O
B
4
1
9
名
の
大
家
族
、
き
め
細

や
か
な
交
流
事
業
の
必
要
性
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
れ
か

ら
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

厳
し
い
時
代
・
J
C
事
業
の
遂
行
は

大
い
な
る
価
値
観
に
繋
が
る
野
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
土
屋
丸
の
更
な

る
奮
闘
を
念
じ
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

猪
股
　
瑞
彦


